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わ
れ
、
草
案
は
通
遍
し
た
」

。

な
生
活
の
中
で
、
生
活
に
追
わ

当
時
の
い
き
さ
つ
を
語
っ
た
れ
作
品
が
書
け
な
い
こ
と
の

入
後
で
シ
ロ
タ
さ
ん
は
、

「日
本
シ
ョ

ッ
ク
と
い
う
、
今
と
表
わ

司

μ

の
女
性
た
ち
が
五
十
年
前
参
政
ら
な
い
女
性
の
問
題
を
紹
介
。

シ

警
手
に
し
、
最
初
の
一選
挙
で
一
方
襲
警
告
、
「
男
女
を

『
三
十
九
人
の
女
性
が
当
選
、
そ
分
け
て
い
る
の
は
、
言
葉
で

、
戸
の
様
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

あ
っ
て
、
自
然
で
は
な
い
。
性

、
ン
し
か
し
乙
の
権
利
を
、
毎
日
の
差
の
違
い
を
考
え
る
時
、
よ
く

と

生
活
の
中
で
活
か
し
て
い
く
と
生
殖
顎
が
違
マ
と
一
吉
う
が
、
こ

女
性
が
初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
の
を
契
機
に
、
労
働
省
が
婦
人
週
間
を
設
置
し
て
今
年
で
四
十
七
回
目
。
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
聞
か
れ
た

演

と
は
大
変
だ
。
そ
の
た
め
に
は
れ
は
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
同
じ
も

が
、
二
十
五
日
、
そ
の
締
め
く
く

2も
い
う
べ
き
「
突
週
間
全
国
会
議
」
が
棄
・
中
央
会
館
で
聞
か
れ
た
。
今
年
が
、
日
本
の
敗
戦
と
国

講

毎
日
闘
わ
き
で
は
な
ら
な
の
」
と
い
い
、
測
る
モ
ノ
サ
シ

連
創
立
五
十
周
年
と
い
う
意
義
深
い
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
国
憲
法
草
案
に
か
か
わ
け
ぺ
と
お
け
、
女
性
の
地
位
向
上
に
大
き
な
影
趨
を

調

い
。
乙
れ
は
全
世
界
の
問
題
が
変
わ
れ
ば
、
見
方
は
変
わ
っ

及
ぼ
し
た
、
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ

・
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
を
招
い
て
の
基
調
講
演
が
注
目
を
集
め
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
樋
口
恵
子

(東
京
家
政
大
教

基

だ
」
と
話
し
、
日
本
の
女
性
た
て
く
る
の
だ
と
い
う
。
た
だ
、

授
)
、
養
老
孟
司
(
解
剖
学
者
)
、
神
津
カ
ン
ナ
(
作
家
)
さ
ん
A
が
、
今
年
の
婦
人
週
間
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
男
女
で
創
る
新
時
代
可
持
ち
は
、
自
分
定
ち
の
経
験
を
他
脳
に
つ
い
て
は
、
左
脳
と
右
脳

能
性
は
無
限
大
」
を
ア
l
マ
に
話
信
い
、
大
い
に
わ
い
た
。

哨
に
伝
え
て
い
く
乙
と
、
そ
し
て
を
結
ぶ
v号
ょ
う
は
女
性
の
方

不全

1
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2
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土

P42-2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
2
2
2
2
2
2
5

生
活
の
中
セ
亡
盆
利
重
き
が
広
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
言

開
会
に
先
立
ち
、
中
村
道
子
れ
て
い
る
か
と
い
う
乙
と
。
そ
か
を
見
て
き
た
。
子
ど
も
心
に
シ
ロ
タ
さ
ん
が
書
い
た
最
初
、
U
理
的
、
芸
的
な
権
利
書
る
こ
と
を
議
長
っ
て
い
る
う
。
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中

さ
ん
(
国
際
婦
人
年
日
本
大
会
れ
を
考
え
予
必
要
が
あ
る
」
と
も
「
来
客
が
あ
っ
て
も
、
女
性
の
事
案
の
第
九
条
に
は
、

『家
つ
な
ど
の
内
容
を
盛
り
込
ん
と
結
ん
だ
o
h
.
、

で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
養
老

の
決
議
を
実
現
す
る
た
め
の
連
話
し
た
。

は
給
仕
を
す
る
だ
り
で
食
事
に
庭
は
人
類
社
会
の
基
礎
で
あ
だ
。

続
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
さ
ん
の
「
宮
性
に
は
、
自
然
に

墾
歪
話
人
)
は
祝
辞
の
中
で
「
憲
法
誕
生
の
証
人
と
し
て
も
会
話
に
も
加
わ
ら
な
い
の
が
る
。
そ
の
伝
統
は
善
き
に
つ
け
こ
の
草
案
は
、
民
生
局
の
運
未
来
に
ど
ん
な
可
能
性
が
あ
る
添
っ
た
生
理
現
象
が
あ
っ
て、

「
九
三
年
ウ
ィ
ー
ン
の
世
界
人

1
占
妥
平
等
条
項
を
中
心
に
不
思
議
だ
っ
た
」
と
い
う
。
当
悪
し
き
に
つ
け
、
国
会
葎
に
浸
営
委
員
(
四
+
長
代
の
男
性
三
か
、
各
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
話
が
こ
れ
が
女
性
を
正
気
に
し
て
い

権
会
議
で
、
女
性
の
権
利
は
人
|
」
を
テ
l
マ
に
講
演
し
た
シ
時
日
本
の
女
性
た
ち
は
、
家
の
透
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
桔
婚
と
人
)
が
反
対
し
た
。
そ
れ
は
憲
あ
っ
た
。
神
津
さ
ん
は
今
研
究
る
。
生
活
に
中
に
組
み
、
会
員

権
だ
と
言
わ
れ
た
。
私
た
ち
は
ロ
タ
さ
ん
の
話
は
、
歴
史
の
生
中
で
は
夫
が
運
ん
で
く
る
給
料
家
庭
と
は
両
性
が
同
列
、
法
律
法
で
は
な
く
、
民
法
で
決
め
る
し
て
い
る
シ
忍

ジ
と
ジ
ョ
ル
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
は
そ

人
権
と
い
う
乙
と
を
今
乙
そ
よ
さ
証
人
、
そ
れ
も
憲
法
の
中
に
を
管
理
し
、
子
育
て
を
一
手
に
的
に
も
社
会
的
に
も
平
等
で
あ
べ
き
こ
と
だ
と
い
っ
た
。

「
私
ジ
ュ

・
サ
ン
ド
の
話
か
ら
、
強
の
意
味
で
正
気
だ
っ
た
の
だ
」

く
考
え
る
べ
き
。
権
利
が
あ
る
女
性
の
権
利
を
哩
つ
こ
と
を
提
引
き
受
け
て
い
た
が
、
社
会
的
る
と
の
考
え
に
某
礎
を
置
き
、
は
が
っ
か
り
し
た
。
こ
う
い
う
い
女
性
と
言
わ
ね
た
サ
ン
ド
が
と
い
う
発
言
。
よ
く
社
会
で

と
い
う
こ
と
は
義
務
も
責
任
も
案
し
た
人
の
言
葉
だ
け
に
、
説
権
利
は
何
も
な
か
っ
た
。
乙
の
親
の
強
制
で
は
な
く
、
相
互
の
点
も
態
法
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
老
人
介
護
の
ヌ
ト
レ
ス
の
た
め

H
女
・
子
ど
も
H

の
問
題
と
し

あ
る
と
と
。
今
年
の
北
京
の
会
得
力
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。

時
の
経
験
が
、
そ
の
後
憲
法
草
合
意
に
基
づ
き
、
か
つ
男
性
の
畏
法
を
創
る
官
僚
的
な
男
性
は
に
酒
と
た
ば
ζ
房
覚
え
、
シ
ョ
て
く
く
ら
れ
て
し
ま
っ
が
、
そ

識
で
は
何
が
問
題
に
な
る
の
シ
ロ
タ
さ
ん
は
、

一
九
二
九
案
の
仕
事
を
す
る
時
に
生
き
る
支
配
で
は
な
く
両
性
の
協
力
に
絶
対
に
入
れ
な
い
と
、
断
固
パ
ン
と
の
マ
ヨ
、ル
カ
島
の
過
酷
れ
は
今
の
社
会
が
、
乙
れ
が
誹

か
、
そ

2
5
85
一
年
両
親
と
と
も
に
来
日
。
十
五
乙
と
に
な
る
。
シ
ロ
タ
さ
ん
基
つ
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
こ
と
闘
っ
た

05た」
。
結

局

園

園

田

鹿

細

菌

開

警

』

鰯

譲

g年
へ
向
け
て
何
事
歳
半
に
な
る
ま
で
日
本
人
の
子
は
、
ア
メ
リ
カ
の
女
子
大
差
を
こ
こ
に
定
め
る
。
こ

れ

ら

の

シ

ロ

タ

さ

ん

の

号

、

憲

法

圃

副

蝿

霊

園

鶴

語

障

醸

機

h
轟

F
タ
ん

ど

も
た
主
一
緒
に
育
つ
セ
妻
、
日
本
に
い
る
両
言
葉
に
反
対
す
る
法
律
を
廃
止

二
十
四
条
と
十
四
条
に

Z
圃電牟
、陣ん
櫨
謀
総
舗
プ

ー
川、1
4そ
一包
で
、
日
本
の
若
い
産
す
た
め
軍
属
の
仕
警
得
て
来
す
る
。
そ
れ
に
代
わ
り
、
配
偶
春
日
本
の
代
表
者
に
渡
さ
開
隣
同

協

瞬

長

脹

忠

明

、

ネ

ペ
忙
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
育
て
ら
目
。
G
H
Q
の
民
生
局
で
女
性
者
の
選
訳
、
財
産
、
相
続
、
宗
れ
た
。
態
法
を
め
ぐ
る
極
秘
会
圏
圃
園
田
門
司

qぺ
凶
劃
劃
園
間
園
田
闘
閣
闘
闇
臨
輔
鶴
灘

F

ゾ
Ffu

際

立

れ
、
ま
た
母
親
と
レ
て
ど
の
よ
の
政
治
運
頭
、
小
政
党
の
調
査
教
の
選
択
、
離
婚
並
区
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シ
ロ
タ
さ
ん

「
生
活
の
中
で
権
利
を
生
か
せ
」

憲
法
に
女
性
の
権
利
を
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除
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら
だ
、

と
い
う
。
「
人
聞
か
設
計
し
な

い
も
の
、
決
ま
り
一通
り
に
な
ち

な
い
も
の
は
社
会
か
ろ
排
墜
己

れ
て
い
く
。
こ
う
す
れ
ば
あ
あ

な
る
、
と
し
か
考
え
な
い
と
こ

ろ
に
し
か
現
実
を
認
め
な
い
の

だ
。
社
会
が
ど

2
め
る
べ
き
か

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
現

代
基
は
偏
っ
て
い
る
」

。

こ
れ
を
受
け
て
霞
後
に
樋
口

さ
ん
は
、
そ
の
甲
で
、
男
性
も

同
じ
く
自
然
の
部
分
が
い
じ
め

ら
れ
て
い
る
。
「
共
に
ぽ
っ
く

り
死
ね
る
よ
う
な
社
会
に
し
た

い
も
の
だ
」
と
し
め
く
く
っ

た
。

N
H
Kの
大
河
ド

ぽ
一
ラ
マ
「
八
代
将
軍
吉

一
ぽ

一
宗
」
の
視
聴
率
が
い

/

U

J

」
い
そ
う
だ
。
脚
本
の

/Q
う
ま
さ
や
役
者
の
人

気
も
あ
る
の
だ
る
円
示
、
今
の

世
相
に
似
た
ρ
大
変
な
H

時
代

に
、
身
に
つ
ま
さ
れ
て
見
て
い

る
人
も
い
る
の
で
は
:
・:・
と

思
っ
た
り
す
る
V
繁
栄
の
元
禄

の
後
の
財
政
困
難
。
い
や
、
大

火
事
や
ろ
地
震
や
ち
富
士
山
の

噴
火
や
ち
、
ま
あ
事
件
が
続
く

こ
と
。
今
と
そ
っ
く
り
f
江
戸

時
代
も
、
現
代
も
、
庶
民
は
お

互
い
大
変
な
こ
と
で
/

V
関
西

か
ち
出
て
き
た
友
人
と
お
茶
を

飲
ん
で
い
た
ろ
「
大
手
町
に
行

く
に
は
東
京
駅
か
ら
ど
の
く
ち

い
・:」
と
聞
く
の
で
「
地
下
鉄

が
近
い
け
ど
」
と
言
-
?
と
「
イ

ャ
、
地
下
鉄
は
遠
慮
し
と
き
ま

す
わ
」
「
ま
さ
か
。
ぞ
う
た
び

た
び
毒
ガ
ス
は
な
い
で
す
よ
」

と
言
っ
た
が
、
彼
、
断
固
と
し

て
地
下
鉄
を
拒
否
、

J
R
で

行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
ま
で

神
経
質
に
な
ら
な
く
て
も
、
と

思
っ
て
い
た
が
、
何
と
そ
の
二
、

三
日
後
に
横
浜
ガ
ス
事
件
V
事

件
の
起
こ
っ
た
場
所
も
、
被
害

者
が
手
当
を
受
り
た
病
院
も
、

私
が
よ
く
行
っ
て
い
る
と
と
ろ

ば
か
り
。
や
は
り
い
や
l
な
気

が
す
る
。
困
っ
た
乙
と
だ
と

思
っ
て
い
た
色
、
ま
た
ま
た
横

浜
駅
周
辺
で
ガ
ス
騒
ぎ
。
乙
こ

も
我
が
生
活
権
V
横
浜
の
ガ
ス

は
幸
い

(と
い
っ
て
い
い
の
か

ど
う
か
)
サ
リ
ン
で
は
な
い
よ

歪
だ
が
、
ど
ん
な
毒
ガ
ス
や
ち

ど
ん
な
ふ
う
に
撒
い
た
の
や
ち

全
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
も

困
っ
た
己
と
だ
。
サ
リ
ン
と
別

の
犯
人
で
、
事
件
に
の
っ
た

H

愉
快
犯
H

と
い
う
見
方
も
あ

る
が
、
と
も
か
く
不
特
定
各
最

の
何
の
恨
み
も
無
い
人
々
を
無

差
別
に
傷
つ
り
殺
す
、
こ
の
種

の
犯
罪
は
許
し
難
い
V
そ
れ
に

し
て
も
、
毎
日
、
オ
ウ
ム
し
か

ニ
ュ
ー
ス
の
無
い
よ
う
な
マ
ス

コ
ミ
も
ど
う
か
。
テ
レ
ビ
で
、

オ
ウ
ム
の
幹
部
は
タ
レ
ン
ト
並

み
の
知
名
人
に
な
り
、
そ
の
報

道
陣
が
十
重
二
重
に
取
り
囲
む

中
で
人
が
刺
し
殺
さ
れ
、
そ
の

ま
ま
中
継
さ
れ
る
異
常
o

p
安

全
神
話
μ

の
消
し
飛
ん
だ
日
本

は、
一億
浮
き
足
立
っ
て
い
る
。

そ
の
陰
で
何
か
が
確
実
に
動
い

て
い
る
喜
つ
で
、
恐
ろ
し
い
。

クレ?I

ラップ。といえばい.

内面王百三玄τ量守"，.:t.1
1、氷水は不要ですから、特に用意する必要はありません命

レラッコヰ;二二

上混ぜすぎても衣がポテッとしないから.混せ.具合を気にし立いでください。

4、溶いてから時間がたってもカランと鑓がりますから、慌てないでください

5、最後の9ネまでカラッと?置がりますから、少しずつ衣を用意しなくて結織です

7、電子レンジでそのまま温めなおしでも、しんなりしません，

3 :空ネを冷やす必要はありませんから.材料を買ってきたらすぐ作れます.

6、;令めてもサク yとおいしいから、作りすぎてもかまいません，

しつでもサッとづ|き出せて、すばやくむだなく包めるワンタッチラッピンクム水蒸気や酸素を通しにくくコシとツキも抜群の素材

t:.'カ・ら、お料用の昧と寄りをしっかり包んで逃がさなし、。おまりに耐熱温度140.C耐冷温度マイナス60.C、フリーザーから出して

そのまま屯 fレンジにL、れても大丈夫。U、えばもちろん、ごぞんじクレハカットの 1:1..垂里圃...‘盛里"、"7:""!!酔
ニュークレラッフ:品質の也、は、お郎、になれば、きっとおわかりL、 ただけま太田園E電可3圃rv可'lV~ ¥.; ~。
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天ぷらを作るのはムズカシイ 上手に婦げるにはいろいろコツがいる

そこて 8~聞は考えました 天ぷら粉を己主良することで.

t置にても手慢にカラ γと天ぷらを鋪げられるように主らないものか

そしててきたのが この新桜品てす

名前は.r日，闘のコツのいらない天ぷら紛鍋け上手」
小麦粉を熱処理.頼粒状にすることにより、

「ポテ ，J rベ9'，Jとしたr;1由っInリ衣の原因となる
ヲルテンの発生を・適な状態に抑制しました てすから従来の

コツをふまえなくても、カラ yとおいしく婦がります

循け上手があれは‘今日から天ぷらはこ家這のカン9ンメニューてすね
<9>呉矧化学工業稼式会批 ルグ用品部〒'0)問中央区日志向町ト9-11TEL 03-]249-46 
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わ
れ
、
草
案
は
通
遍
し
た
」

。

な
生
活
の
中
で
、
生
活
に
追
わ

当
時
の
い
き
さ
つ
を
語
っ
た
れ
作
品
が
書
け
な
い
こ
と
の

入
後
で
シ
ロ
タ
さ
ん
は
、

「日
本
シ
ョ

ッ
ク
と
い
う
、
今
と
表
わ

司

μ

の
女
性
た
ち
が
五
十
年
前
参
政
ら
な
い
女
性
の
問
題
を
紹
介
。

シ

警
手
に
し
、
最
初
の
一選
挙
で
一
方
襲
警
告
、
「
男
女
を

『
三
十
九
人
の
女
性
が
当
選
、
そ
分
け
て
い
る
の
は
、
言
葉
で

、
戸
の
様
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

あ
っ
て
、
自
然
で
は
な
い
。
性

、
ン
し
か
し
乙
の
権
利
を
、
毎
日
の
差
の
違
い
を
考
え
る
時
、
よ
く

と

生
活
の
中
で
活
か
し
て
い
く
と
生
殖
顎
が
違
マ
と
一
吉
う
が
、
こ

女
性
が
初
め
て
参
政
権
を
行
使
し
た
の
を
契
機
に
、
労
働
省
が
婦
人
週
間
を
設
置
し
て
今
年
で
四
十
七
回
目
。
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
聞
か
れ
た

演

と
は
大
変
だ
。
そ
の
た
め
に
は
れ
は
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
同
じ
も

が
、
二
十
五
日
、
そ
の
締
め
く
く

2も
い
う
べ
き
「
突
週
間
全
国
会
議
」
が
棄
・
中
央
会
館
で
聞
か
れ
た
。
今
年
が
、
日
本
の
敗
戦
と
国

講

毎
日
闘
わ
き
で
は
な
ら
な
の
」
と
い
い
、
測
る
モ
ノ
サ
シ

連
創
立
五
十
周
年
と
い
う
意
義
深
い
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
国
憲
法
草
案
に
か
か
わ
け
ぺ
と
お
け
、
女
性
の
地
位
向
上
に
大
き
な
影
趨
を

調

い
。
乙
れ
は
全
世
界
の
問
題
が
変
わ
れ
ば
、
見
方
は
変
わ
っ

及
ぼ
し
た
、
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ

・
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
を
招
い
て
の
基
調
講
演
が
注
目
を
集
め
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
樋
口
恵
子

(東
京
家
政
大
教

基

だ
」
と
話
し
、
日
本
の
女
性
た
て
く
る
の
だ
と
い
う
。
た
だ
、

授
)
、
養
老
孟
司
(
解
剖
学
者
)
、
神
津
カ
ン
ナ
(
作
家
)
さ
ん
A
が
、
今
年
の
婦
人
週
間
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
男
女
で
創
る
新
時
代
可
持
ち
は
、
自
分
定
ち
の
経
験
を
他
脳
に
つ
い
て
は
、
左
脳
と
右
脳

能
性
は
無
限
大
」
を
ア
l
マ
に
話
信
い
、
大
い
に
わ
い
た
。

哨
に
伝
え
て
い
く
乙
と
、
そ
し
て
を
結
ぶ
v号
ょ
う
は
女
性
の
方

不全

1
4
2
2
2
2主
小
字
千
字
本
土

P42-2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
2
2
2
2
2
2
5

生
活
の
中
セ
亡
盆
利
重
き
が
広
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
言

開
会
に
先
立
ち
、
中
村
道
子
れ
て
い
る
か
と
い
う
乙
と
。
そ
か
を
見
て
き
た
。
子
ど
も
心
に
シ
ロ
タ
さ
ん
が
書
い
た
最
初
、
U
理
的
、
芸
的
な
権
利
書
る
こ
と
を
議
長
っ
て
い
る
う
。
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中

さ
ん
(
国
際
婦
人
年
日
本
大
会
れ
を
考
え
予
必
要
が
あ
る
」
と
も
「
来
客
が
あ
っ
て
も
、
女
性
の
事
案
の
第
九
条
に
は
、

『家
つ
な
ど
の
内
容
を
盛
り
込
ん
と
結
ん
だ
o
h
.
、

で
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
養
老

の
決
議
を
実
現
す
る
た
め
の
連
話
し
た
。

は
給
仕
を
す
る
だ
り
で
食
事
に
庭
は
人
類
社
会
の
基
礎
で
あ
だ
。

続
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
さ
ん
の
「
宮
性
に
は
、
自
然
に

墾
歪
話
人
)
は
祝
辞
の
中
で
「
憲
法
誕
生
の
証
人
と
し
て
も
会
話
に
も
加
わ
ら
な
い
の
が
る
。
そ
の
伝
統
は
善
き
に
つ
け
こ
の
草
案
は
、
民
生
局
の
運
未
来
に
ど
ん
な
可
能
性
が
あ
る
添
っ
た
生
理
現
象
が
あ
っ
て、

「
九
三
年
ウ
ィ
ー
ン
の
世
界
人

1
占
妥
平
等
条
項
を
中
心
に
不
思
議
だ
っ
た
」
と
い
う
。
当
悪
し
き
に
つ
け
、
国
会
葎
に
浸
営
委
員
(
四
+
長
代
の
男
性
三
か
、
各
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
話
が
こ
れ
が
女
性
を
正
気
に
し
て
い

権
会
議
で
、
女
性
の
権
利
は
人
|
」
を
テ
l
マ
に
講
演
し
た
シ
時
日
本
の
女
性
た
ち
は
、
家
の
透
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
桔
婚
と
人
)
が
反
対
し
た
。
そ
れ
は
憲
あ
っ
た
。
神
津
さ
ん
は
今
研
究
る
。
生
活
に
中
に
組
み
、
会
員

権
だ
と
言
わ
れ
た
。
私
た
ち
は
ロ
タ
さ
ん
の
話
は
、
歴
史
の
生
中
で
は
夫
が
運
ん
で
く
る
給
料
家
庭
と
は
両
性
が
同
列
、
法
律
法
で
は
な
く
、
民
法
で
決
め
る
し
て
い
る
シ
忍

ジ
と
ジ
ョ
ル
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
は
そ

人
権
と
い
う
乙
と
を
今
乙
そ
よ
さ
証
人
、
そ
れ
も
憲
法
の
中
に
を
管
理
し
、
子
育
て
を
一
手
に
的
に
も
社
会
的
に
も
平
等
で
あ
べ
き
こ
と
だ
と
い
っ
た
。

「
私
ジ
ュ

・
サ
ン
ド
の
話
か
ら
、
強
の
意
味
で
正
気
だ
っ
た
の
だ
」

く
考
え
る
べ
き
。
権
利
が
あ
る
女
性
の
権
利
を
哩
つ
こ
と
を
提
引
き
受
け
て
い
た
が
、
社
会
的
る
と
の
考
え
に
某
礎
を
置
き
、
は
が
っ
か
り
し
た
。
こ
う
い
う
い
女
性
と
言
わ
ね
た
サ
ン
ド
が
と
い
う
発
言
。
よ
く
社
会
で

と
い
う
こ
と
は
義
務
も
責
任
も
案
し
た
人
の
言
葉
だ
け
に
、
説
権
利
は
何
も
な
か
っ
た
。
乙
の
親
の
強
制
で
は
な
く
、
相
互
の
点
も
態
法
に
入
れ
な
け
れ
ば
、
老
人
介
護
の
ヌ
ト
レ
ス
の
た
め

H
女
・
子
ど
も
H

の
問
題
と
し

あ
る
と
と
。
今
年
の
北
京
の
会
得
力
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。

時
の
経
験
が
、
そ
の
後
憲
法
草
合
意
に
基
づ
き
、
か
つ
男
性
の
畏
法
を
創
る
官
僚
的
な
男
性
は
に
酒
と
た
ば
ζ
房
覚
え
、
シ
ョ
て
く
く
ら
れ
て
し
ま
っ
が
、
そ

識
で
は
何
が
問
題
に
な
る
の
シ
ロ
タ
さ
ん
は
、

一
九
二
九
案
の
仕
事
を
す
る
時
に
生
き
る
支
配
で
は
な
く
両
性
の
協
力
に
絶
対
に
入
れ
な
い
と
、
断
固
パ
ン
と
の
マ
ヨ
、ル
カ
島
の
過
酷
れ
は
今
の
社
会
が
、
乙
れ
が
誹

か
、
そ

2
5
85
一
年
両
親
と
と
も
に
来
日
。
十
五
乙
と
に
な
る
。
シ
ロ
タ
さ
ん
基
つ
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
こ
と
闘
っ
た

05た」
。
結

局

園

園

田

鹿

細

菌

開

警

』

鰯

譲

g年
へ
向
け
て
何
事
歳
半
に
な
る
ま
で
日
本
人
の
子
は
、
ア
メ
リ
カ
の
女
子
大
差
を
こ
こ
に
定
め
る
。
こ

れ

ら

の

シ

ロ

タ

さ

ん

の

号

、

憲

法

圃

副

蝿

霊

園

鶴

語

障

醸

機

h
轟

F
タ
ん

ど

も
た
主
一
緒
に
育
つ
セ
妻
、
日
本
に
い
る
両
言
葉
に
反
対
す
る
法
律
を
廃
止

二
十
四
条
と
十
四
条
に

Z
圃電牟
、陣ん
櫨
謀
総
舗
プ

ー
川、1
4そ
一包
で
、
日
本
の
若
い
産
す
た
め
軍
属
の
仕
警
得
て
来
す
る
。
そ
れ
に
代
わ
り
、
配
偶
春
日
本
の
代
表
者
に
渡
さ
開
隣
同

協

瞬

長

脹

忠

明

、

ネ

ペ
忙
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
育
て
ら
目
。
G
H
Q
の
民
生
局
で
女
性
者
の
選
訳
、
財
産
、
相
続
、
宗
れ
た
。
態
法
を
め
ぐ
る
極
秘
会
圏
圃
園
田
門
司

qぺ
凶
劃
劃
園
間
園
田
闘
閣
闘
闇
臨
輔
鶴
灘

F

ゾ
Ffu

際

立

れ
、
ま
た
母
親
と
レ
て
ど
の
よ
の
政
治
運
頭
、
小
政
党
の
調
査
教
の
選
択
、
離
婚
並
区

11950年 4月創刊

シ
ロ
タ
さ
ん

「
生
活
の
中
で
権
利
を
生
か
せ
」

憲
法
に
女
性
の
権
利
を
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除
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら
だ
、

と
い
う
。
「
人
聞
か
設
計
し
な

い
も
の
、
決
ま
り
一通
り
に
な
ち

な
い
も
の
は
社
会
か
ろ
排
墜
己

れ
て
い
く
。
こ
う
す
れ
ば
あ
あ

な
る
、
と
し
か
考
え
な
い
と
こ

ろ
に
し
か
現
実
を
認
め
な
い
の

だ
。
社
会
が
ど

2
め
る
べ
き
か

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
現

代
基
は
偏
っ
て
い
る
」

。

こ
れ
を
受
け
て
霞
後
に
樋
口

さ
ん
は
、
そ
の
甲
で
、
男
性
も

同
じ
く
自
然
の
部
分
が
い
じ
め

ら
れ
て
い
る
。
「
共
に
ぽ
っ
く

り
死
ね
る
よ
う
な
社
会
に
し
た

い
も
の
だ
」
と
し
め
く
く
っ

た
。

N
H
Kの
大
河
ド

ぽ
一
ラ
マ
「
八
代
将
軍
吉

一
ぽ

一
宗
」
の
視
聴
率
が
い

/

U

J

」
い
そ
う
だ
。
脚
本
の

/Q
う
ま
さ
や
役
者
の
人

気
も
あ
る
の
だ
る
円
示
、
今
の

世
相
に
似
た
ρ
大
変
な
H

時
代

に
、
身
に
つ
ま
さ
れ
て
見
て
い

る
人
も
い
る
の
で
は
:
・:・
と

思
っ
た
り
す
る
V
繁
栄
の
元
禄

の
後
の
財
政
困
難
。
い
や
、
大

火
事
や
ろ
地
震
や
ち
富
士
山
の

噴
火
や
ち
、
ま
あ
事
件
が
続
く

こ
と
。
今
と
そ
っ
く
り
f
江
戸

時
代
も
、
現
代
も
、
庶
民
は
お

互
い
大
変
な
こ
と
で
/

V
関
西

か
ち
出
て
き
た
友
人
と
お
茶
を

飲
ん
で
い
た
ろ
「
大
手
町
に
行

く
に
は
東
京
駅
か
ら
ど
の
く
ち

い
・:」
と
聞
く
の
で
「
地
下
鉄

が
近
い
け
ど
」
と
言
-
?
と
「
イ

ャ
、
地
下
鉄
は
遠
慮
し
と
き
ま

す
わ
」
「
ま
さ
か
。
ぞ
う
た
び

た
び
毒
ガ
ス
は
な
い
で
す
よ
」

と
言
っ
た
が
、
彼
、
断
固
と
し

て
地
下
鉄
を
拒
否
、

J
R
で

行
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
ま
で

神
経
質
に
な
ら
な
く
て
も
、
と

思
っ
て
い
た
が
、
何
と
そ
の
二
、

三
日
後
に
横
浜
ガ
ス
事
件
V
事

件
の
起
こ
っ
た
場
所
も
、
被
害

者
が
手
当
を
受
り
た
病
院
も
、

私
が
よ
く
行
っ
て
い
る
と
と
ろ

ば
か
り
。
や
は
り
い
や
l
な
気

が
す
る
。
困
っ
た
乙
と
だ
と

思
っ
て
い
た
色
、
ま
た
ま
た
横

浜
駅
周
辺
で
ガ
ス
騒
ぎ
。
乙
こ

も
我
が
生
活
権
V
横
浜
の
ガ
ス

は
幸
い

(と
い
っ
て
い
い
の
か

ど
う
か
)
サ
リ
ン
で
は
な
い
よ

歪
だ
が
、
ど
ん
な
毒
ガ
ス
や
ち

ど
ん
な
ふ
う
に
撒
い
た
の
や
ち

全
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
も

困
っ
た
己
と
だ
。
サ
リ
ン
と
別

の
犯
人
で
、
事
件
に
の
っ
た

H

愉
快
犯
H

と
い
う
見
方
も
あ

る
が
、
と
も
か
く
不
特
定
各
最

の
何
の
恨
み
も
無
い
人
々
を
無

差
別
に
傷
つ
り
殺
す
、
こ
の
種

の
犯
罪
は
許
し
難
い
V
そ
れ
に

し
て
も
、
毎
日
、
オ
ウ
ム
し
か

ニ
ュ
ー
ス
の
無
い
よ
う
な
マ
ス

コ
ミ
も
ど
う
か
。
テ
レ
ビ
で
、

オ
ウ
ム
の
幹
部
は
タ
レ
ン
ト
並

み
の
知
名
人
に
な
り
、
そ
の
報

道
陣
が
十
重
二
重
に
取
り
囲
む

中
で
人
が
刺
し
殺
さ
れ
、
そ
の

ま
ま
中
継
さ
れ
る
異
常
o

p
安

全
神
話
μ

の
消
し
飛
ん
だ
日
本

は、
一億
浮
き
足
立
っ
て
い
る
。

そ
の
陰
で
何
か
が
確
実
に
動
い

て
い
る
喜
つ
で
、
恐
ろ
し
い
。

クレ?I

ラップ。といえばい.

内面王百三玄τ量守"，.:t.1
1、氷水は不要ですから、特に用意する必要はありません命

レラッコヰ;二二

上混ぜすぎても衣がポテッとしないから.混せ.具合を気にし立いでください。

4、溶いてから時間がたってもカランと鑓がりますから、慌てないでください

5、最後の9ネまでカラッと?置がりますから、少しずつ衣を用意しなくて結織です

7、電子レンジでそのまま温めなおしでも、しんなりしません，

3 :空ネを冷やす必要はありませんから.材料を買ってきたらすぐ作れます.

6、;令めてもサク yとおいしいから、作りすぎてもかまいません，

しつでもサッとづ|き出せて、すばやくむだなく包めるワンタッチラッピンクム水蒸気や酸素を通しにくくコシとツキも抜群の素材

t:.'カ・ら、お料用の昧と寄りをしっかり包んで逃がさなし、。おまりに耐熱温度140.C耐冷温度マイナス60.C、フリーザーから出して

そのまま屯 fレンジにL、れても大丈夫。U、えばもちろん、ごぞんじクレハカットの 1:1..垂里圃...‘盛里"、"7:""!!酔
ニュークレラッフ:品質の也、は、お郎、になれば、きっとおわかりL、 ただけま太田園E電可3圃rv可'lV~ ¥.; ~。

2Ql 

天ぷらを作るのはムズカシイ 上手に婦げるにはいろいろコツがいる

そこて 8~聞は考えました 天ぷら粉を己主良することで.

t置にても手慢にカラ γと天ぷらを鋪げられるように主らないものか

そしててきたのが この新桜品てす

名前は.r日，闘のコツのいらない天ぷら紛鍋け上手」
小麦粉を熱処理.頼粒状にすることにより、

「ポテ ，J rベ9'，Jとしたr;1由っInリ衣の原因となる
ヲルテンの発生を・適な状態に抑制しました てすから従来の

コツをふまえなくても、カラ yとおいしく婦がります

循け上手があれは‘今日から天ぷらはこ家這のカン9ンメニューてすね
<9>呉矧化学工業稼式会批 ルグ用品部〒'0)問中央区日志向町ト9-11TEL 03-]249-46 



〈日曜日〉安斎 f、議斤問胃

日
本
に
は
、
伝
統
的
な
和

菓
子
が
あ
り
ま
す
。
五
月
の

節
句
に
欠
か
せ
な
い
の
が
柏

餅
。
今
回
は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
も
の
と
、
ス
パ
イ
ス

房
便
っ
た
、
新
し
い
柏
餅
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。皮
は
、

タ
l
メ
リ
ッ
ク
で
黄
色
に
色

国受E(第3種郵便物隠可)

と
人
間
、
人
問
弁
旨
然
、
人
間

と
入
閣
の
関
係
を
見
つ
め
直
す

日
で
あ
る
ア
1
ス
デ
イ
。
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
壁
面
楽
や
踊
り

畠

で
表
現
す
る
人
た
ち
、
メ
γ

一

セ

l
ジ
、
活
動
の
紹
介
、
国
際

産
直
販
売
や
食
べ
物
で
外
国
の

が
っ
て
、
地
球
を
環
境
の
危
機
生
活
や
そ
の
国
の
環
境
問
題
な

か
ち
救
い
出
そ
『
マ
と
す
る
自
発
ど
を
紹
介
し
た
り
、
支
援
を
呼

的
行
動
が
あ
る
限
り
、
希
望
は
び
か
け
る
グ
ル
ー
プ
、
フ
リ
ー

生
ま
れ
る
、
と
い
う
も
の
。

マ
ー
ケ

ッ
ト
で
リ
サ
イ
ク
ル
な

そ
の
信
念
に
添
っ
て
、
市
民

ど
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
、
さ

の
そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
で
個
性
的
ま
ざ
ま
な
表
現
変
震
を
う
め

な
自
己
表
現
を
適
し
て
、
地
球
つ
く
し
た
。

地
球
と
自
然
と

人
間
の
関
係
を

見
つ
め
直
そ
う
，
J

4月22日「アースデイ・フェスティバjレ」開催

様
々
な
表
現
が
会
場

杯

四
月
二
十
二
日
は
「
地
球
の

日
H
ア
l
ス
デ
イ
」
。
東
京
で

は
、
渋
谷
の
佐
々
木
公
園
に
六

十
あ
ま
り
の
市
民
グ
ル
ー
プ
と

個
人
、
企
業
、
行
政
が
参
加
し
、

『地
球
に
も
お
休
み
を

y
』
を

テ
l
マ
に
、
ア
ー
ス
デ
イ

・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
っ
た
。

ア
l
ス
デ
イ
は
、

一
九
七
O

年
四
月
二
十
二
日
、
米
国
・
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
一
学
生

の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
始
ま
っ

た
。
日
本
へ
も
呼
び
か
け
が
あ

り
、
九
O
年
ア
l
ス
デ
イ
か
ら

本
格
的
に
活
動
房
括
め
た
。

ア
ー
ス
デ
イ
の
理
念
は
、
環

境
の
危
機
は
、
地
球
規
模
の
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
招
い
た

原
図
が
人
聞
の
行
為
で
あ
る
な

ら
く
い
止
め
る
こ
と
は
で
き

る
。
一

人
ひ
と
り
が
立
ち
ょ

tAA 
九

7
1

ゴ
ミ
命
事
乞
考
え
よ
っ
/

自
慢
の
タ
イ
・
力
レ
l
で
ア
ピ
ー
ル

ボ
ク
た
ち
に
美
し
い
地
球
を
残
し
て

づ
け
、
飽
は
パ
ン
プ
キ
ン
。

か
ぼ
ち
ゃ
特
有
の
匂
い
が
精

す
た
め
に
、
シ
ナ
モ
ン
、
オ
ー

ル
ス
パ
イ
ス
を
却
え
ま
す
。

〈
へ
ル
シ
l
柏

態

【
材
料
】

(別
個
分
)

上
新
粉

j
m
g、
白
玉

粉
:
-
m
g、
片
栗
粉
・
:
大

さ
じ
l
凶
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク

:
・
小
さ
じ
怖
、
水
:
・
捌
円

相
の
葉

:-m枚
、
乙
し
飽

(
市
販
の
も
の
)
:・
適
宜
、

か
ぼ
ち
ゃ
飽
:
約
制

g

京
区
つ
や
飽
]

【
材
料
】

冷
凍
か
ぼ
ち
ゃ

:・

m
g
、
砂
糖

:
-
m
g、

は
ち
み
つ
:
・
大
さ
じ
4
、
シ

ナ
モ
ン
パ
ウ
ダ
ー
-
:小
さ
じ

1
見
、
オ
ー
ル
ス
パ
イ
ス
:

小
さ
じ
凶
、
パ
タ
l
:大
さ

じ
l【
作
り
方
】

①
か
ぼ
ち
ゃ
飽
を
作
る
。

冷
凍
か
ぼ
ち
ゃ
を
蒸
し
、
熱

い
う
ち
に
皮
を
と
り
裏
ご

昧
ち
が
う
新
し
い
柏
餅

ーーーーー--'・

皮を作るのには力がし、ります

皮が鮮やかな黄色の柏餅

強火で15分蒸します

国
際
産
直
販
売
の
コ

i
ノ
|

希
望
者
は
、
往
復
は
が
き
に
、

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
職

業
・
年
齢

・
電
話

・
希
望
日
を

明
記
し
、

5
月
8
日
必
着
で
申

し
込
む
こ
と
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。

璽
昼
ニ
弁
護
士
会
(
璽
京
弁
を
、

5
月
お
臼
(
火
)
l
お
日

8
時
的
分
i
正
午
ま
で
の
予
宛
て
先
:・一
T
山
寸
代
田
区
霞

謹
士
会
・
第
一
東
京
弁
護
士
(
木
)
に
行
う
。

定

。

傍
聴
後
、
弁
護
士
と
の
意
が
関

1
1
1
1
4
第
一
東
京

会
・
第
二
璽
思
弁
護
士
会
)
で
傍
聴
事
件
は
、
聖
母
盟
議
見
交
換
。
都
内
在
住
在
勤
者
各
弁
護
士
会
「
望
号
一
会
裁
判
傍

は
、
恒
例
の
「
裁
判
傍
聴
会
」
判
所
の
刑
事
事
件
。
各
自
と
も
日
mw名
、
計
別
名
。

聴

会

」

係

。

任
、
得
点
制
川
市
川
r

…b'

」

大
阪
市
立
勤
労
婦
人
セ
ン
投
句
係
)
を
宮
き
、
下
半
分
に
発
表
、
川
柳
大
会
当
日
、
会

…ペ
ヨJ
m吟
タ
l
(木
村
三
弥
子
館
長
)
は
、
室
事
年
齢
③
任
所
雀
話
場
で
入
選
作
品
と
入
賞
作
孝

弘
)
日

A
似

由

六
月
十
七
日
に
此
花
区
の
ク
レ
番
号
@
職
業
重
句
経
験
の
あ
発
表
す
る
。
著
者
に
は
案
内

遜

翠

に

ぷ

自

大
阪
西
(
宮

m・
43
・
7

り
・
な
し
⑦
投
函
早
害
、
状
重
る
の
で
、
当
日
案
内
状

ぶ
一
一
一
一
川
知

「
」

8
0
0
)
で、

『
平
成
七
年
度
理
に
句
の
題
名
蓄
え

を
出
せ
ば
入
選
句
集
が
も
ら
え

泳
三
三
rd
災

男
女
麗
用
雲
均
等
月
間
記
念
賞
は
、
市
長
賞
、
労
働
省
大
る
(
入
選
の
語
、
問
い
合
わ

…九九
立

色

一

山耐

震

事
業
』
と
し
て
、
「
創
作
劇
と
阪
婦
人
少
年
室
長
賞
、
大
阪
市
せ
に
は
応
じ
な
い
)
。
-
-

三
…
…
芝
三
郎

次

川
柳
大
会
」
高
催
す
る
。
そ
社
会
福
藤
誠
会
会
長
賞
。

応

募

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
一
一

譲

二

一知

路

の
た
め
の
H

川
柳
H

霊

園

か

脅

り

、

五

旦

王

百

闘

は

、

同

セ

ン

タ

ー

官
邸

-
i
ニ

四

4

山
川
川
白
山
一日

人人

一
主

SV川
術

科

量

集

し
て
い
る
。

必

需

4
・
5
3
6。
一

子

紘一
管

広

三

…縦

訓

〈
題
〉

山一===三===三==三一三========-==三一三一三三===================

一
同

級

M
h為
市

「
働
く
女
性
」
「
阪
神
淡
路
川

i
t
-
-
h
-
-
f

一
点
一

長

乙

吹山

し

大

震

災

」

「

自

由

尾

川

新

宿

こ

寄

っ

て

一

高

f
一
正

、作品川
ペ

福

品目

51h…JU

叫

工

川

由

主

a
q
毎
4

・pt
E
E

・
w

一
一
zt
y

一
-f

dg寒
川一

け

一
二
つ
の
題
に
そ
っ
た
句
を
、

川

一
計

W1線
内…

り

は
が
き
又
は
同
セ
ン
タ
ー
が
作
山

か

改

憲

随

止

。

を

訴

え

る

一
命

泌

を

ふ

仰い

働

成

し

た

所

定

の

一

震

に

、

作

品

川

一

ぷハ壁
一U
ご
と
に
警
つ
け
て
三
室
限
川

5
月
3
日

に

西

口

「
憲
法

9
条
を
広
め
る
会
」
一
軒

以
寸
似
闘
機

l

度
に
醤
く
o
延
し
一
人
が
伺
川
で
リ

レ

ー

ト

ー

ク

(調
布
)
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
は
、
一
年

比一

3
?
担

枚
出
し
て
も
よ
い
。

川

5
月
3
日
午
前
日
時
か
ら
午
後
一
量
一

議

E
…
ヰ

題

ー

川

孟

ゑ
n

J

U

E疋

は
カ
き
の
嬰
号
、
表
の
よ

川
憲
法
9
条
を
広
完
全
な
実

l
時
ま
で
、
新
宿
駅
西
口
で

量

慈

司

泳

三

宛

名

(干
契
阪
市
大

山
現
を
願
う
「
S
T
O
P
/
改

「
5
・
3
平
和
の
た
め
の
リ
一
通

が仇
Y
畑
湖
、
議

正
区
泉
尾
3
1
9
1
m
大
阪
州
慾
・
市
民
末
ッ
ト
ワ

l
ク

」

レ

1
ト
1
ク
」
を
行
う
。
一
耳
一

診
察
慨
を
務

専
勢
婦
人
セ
ン
タ
ー
川
柳
川
「
く
に
た
ち
第

9
条
の
会
」
有
名
、
無
名
さ
ま
ざ
悪
人
一

d

三=======一=============三ZEE-====三======================ョ===三宣言===========三==三三三三一隔が、リレ!ト
l
ク
で
市
民
に
一
局

第

二

豪

華

士

会

で

は

子

恥

闇

V
す
体
罰
、
少
年
事
件
な
ど
子
ど
も
川

H

憲
法
改
悪
阻
止
H

を
よ
び
か
一
宮

ど
も
の
日
を
記
念
し
て
、
特
別
こ

haw'骨
密
み
全
般
の
相
替
わ
受
け
つ
川
け
さ
さ
い

-Sの
。
小
雨
決
一
凶

相
談
「
い
じ
め
川
番
」
を

5
E間
晴

嵐

す

る

。

川
行
。
午

後

や

夜

露

雲

に

一

辺

月
首
(
土
)
の
叩
時
か
ら
回

目

晴

樹

閉

山

闘

相

相

談
室
は
電
話
か
面
接
、
川
参
加
す
る
人
も
、
ま
ず
昼
の
新
一

喝

時
ま
で
奇
っ
。

月

額

郎

副

劃

幽

の

い
ず
れ
も
無
料
。
面
護
所
は
、
川
宿
駅
に
寄
っ
て
一
声
し
ゃ
べ
っ
一
沼

l
，
瞬
間
同
区
間
吋
町
別
“
唱
ら

l

一円一
一

子
ど
も
た
ゆ
で
な
く
親
か
ら

来

咽

醐

即

刻

か

第
二
棄
弁
護
士
会
館
。
相
談
川
て
く
だ
さ
い
、
と
い
っ
て
い
る
。一

告

の
相
談
も
受
け
る
。
い
じ
め
だ

a醐
圏

膨

喝

親

告

閃・

3
5
8
1
・
1
8
8
州
連
絡
:・
実
行
委
告
白
・

3
4
6
一
回

け
で
な
く
、
中
退
、
不
受
校
、

da曹
司

5
0

州
3
・
ヌ
司
自

υ4
0

呈

恒
例
の
「
裁
判
傍
聴
会
」

5
月
お

l
お
日

東
京
三
弁
護
士
会

女
性
の
た
め
に
震
災
後
の

こ
こ
ろ
の
相
談
行
い
ま
す

¥:.，. ¥，¥私 『悠:，"
X'~'.'.."' J'、:..:...，A ，*，空』
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、

新しい健太くんは、乾燥時間をぐっと縮めて

4kg約40分の実力でましかもファジィ制御で、

会類の量や賀、湿り異合を見分けて、ガスの

偲嬢置や時間もきめ細かく自動股定。速いの

に、衣類にはやさしい。葡で也、夜でも、靭でも、

忙しくても。事Eかなかったら、乾かしましょう。

子三長会主与z;三三 ζ~三て--pp--・ ー ~二三己

害
河
口
も
U
M
凶
b
凶
川
口

↓

-
-B
却「
R
R
h
」
点
区

R
m
m
m開
乱
明
司
ヨ

1t一J
4一

つ

一与

と

ご

い

k
h一吟

Hhh
E
A
N
Z
h
c
h司
ι
一日

せ

一ト

E
L
L
-広
hErlrト
hh田
R
K
ふ

。

少
し
固
め
に
し
っ
か
り
練

る
。⑤
生
地
の
一
部
を
親
指
大

2
個
分
取
り
、
沸
脚
レ
た
湯

で
浮
き
上
が
っ
た
A
②
に
戻

し
手
で
混
ぜ
込
み
、
餅
の
よ

う
に
な
る
ま
明
ふ
想
Q
。

霊
地
表
部
等
分
し
、
厚

め
の
楕
円
形
に
の
ば
し
叩
個

は
と
し
飽
、
残
り
の
叩
個
に

は
か
ぼ
ち
ゃ
飽
を
包
み
、
湯

気
の
た
っ
た
蒸
レ
器
で
印
分

蒸
す

(途
中

2
1
3要
警

取
口
っ
ち
わ
で
あ
お
ぐ
と
つ

や
が
良
く
な
る
)
。

セ
リ
ン
グ
ル
l
ム
。
P
T
S
D

M

し
、
他
の
材
料
と
と
も
に
鍋
而
蒸
し
上
が
っ
た
ち
手
水

(心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
症
候

ち

に

入

れ

火

に

か

け

、

よ

く

練

を

つ

け

て

号

、

特

布

巾

群

)
の
専
門
的
技
算
醤
号

凶

り
上
げ
る
。

を

か

け

て

粗

熱

を

取

り

、

隅

た

フ

ェ

ミ

ニ

ス

ト

・

カ

ウ

ン

セ

や

め

揺

は

、

二

種

類

と

も

、

ち

し

た

柏

の

葉

に

伺

む

。

ラ

ー

の

チ

l
ム
・
こ
こ
ろ
の
ケ

--V&

ピ
ン
ポ
ン
玉
く
ら
い
の
大
き
〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
パ

ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ド

l
ン
一
方

さ
に
丸
め
て
お
く
。

イ

ス

〉

ド

l
ン
セ
ン
タ
ー
(
大
阪
府
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
伺
ち
か
の
形
悩
み
を
聞
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

・チ
l
ム
が
椙
誠
に
一

F

③
ボ
ウ
ル
に
白
玉
粉
、
タ
1
メ
リ
ッ
ク
は
、
白
玉
立
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
)で
は
、
で
か
か
わ
り
の
あ
る
多
く
の
人
期
間
は
五
月
六
日
か
ら
来
年

当
た
り
ま
す
。

一

一的

タ
1
メ
リ
ッ
ク
、
杏
佐
入
れ
粉
と
一
緒
に
寝
せ
込
む
と
む
面
接
に
よ
る
「
女
性
の
た
め
の
た
ち
の
生
活
と
こ
と
ろ
に
多
大
三
月
ま
で
の
毎
週
土
瞳
十
八
時
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
・
:
一
宇

よ
く
混
ぜ
、
さ
ら
に
上
新
粉
、
ら
な
く
仕
奈
り
ま
す
。

震

災

後

を
と
ろ
の
相
談
」
を
の
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

1
二
十
時
ま
で
と
、
第
二

四

宮
閃
・
9
1
0
・
8
5
8
8
一
議

片
栗
粉
を
加
え
て
よ
く
混
ぜ

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

行

い

ま

す

。

フ

ェ

ミ

ニ

ス

ト

・
カ
ウ
ン
セ
月
曜
十
時
三
十
分
i
十
二
時
三
(
サ
ポ
ー
ト
・カ
ウ
ン
セ
リ
ン
一
弓

る
。

家
庭
制
円
高
寄
/
料
理
指
阪
神
大
震
災
は
、
直
接
被
害
ラ
l
が
生
活
の
変
化
に
伴
う
、
十
分
。
予
約
制
。
場
所
は
同
セ
グ
ル
l
ム
)

。

一

号

②
子
で
ま
と
め
な
が
ら
、
導

・
園
田
ヒ
ロ
子
)

を
受
け
た
へ
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
関
係
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
ン
タ
l
の

サ

ポ

ー

ト

・

カ

ウ

ン

一

一匹

i

1

3日
附
属
分
果
警
会
も
の
指
利
条
約
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
;
・早
稲
田
去
)
ユ
ダ
ヤ

守
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス

3
・
i

2

e
0
4
2
9
・
7
0
3
3佐
い
ず
れ
も
話

i語
パ
ネ
リ
ス

2
1
6
5

蛍
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)、

6

2
一
以

H

M

館
大
ホ
1ル
(
地
・
震
町
駅
員

m

i

j
・
7
2
6
(月
閑
人
問
題
「
差
別
号
」
か
ら
生
ま
れ
を
考

-

z

e
主
み
ん
譲
講
座
「
女
が
寄
稿
・

3

3

3

i
回

ト

イ

ジ
ェ
ソ
ン
(
在
米
)
、
チ
ョ

・
需
回
ア
イ
メ
イ
ト
チ
ャ
リ

「
在
努
ア
ン
女
性
が
見
る
同
胞
一
#

@
戦
後
日
年
、
今
、
建
議
え
葉
市
民
、

強

言

語

ぞ

8
日
時

i
m時
)

た
の
か
り
ェ
l
ム
ス
・
レ
べ
又
イ
ロ
白
書
時
日
本

Y
W
C
A
生
き
や
す
い
条
件
っ
て
女
の
賃
金

中

ウ

・ソ
ン
ヨ
ン
(
在
加
)
ほ
か
音

テ
ィ
ー
コ
ン
サ

l

史
」
霊
玉
(
女
性
史
研
究
家
)
ほ
一
市

議

民

豊

か

け

人

浅

井

妻

、

国

弘

正

雄

、

第

民

土

曜

建

白

書

く

こ

と

ス
ラ
エ
ル

)
1
0
0
0円
主
(
市
ヶ
谷
駅

3
3
納
質
礼
子

な

ぜ

高

く

な

ど

さ

暴

露

裁

判

7周
年
|
高
の
人
討
論
テ
l
マ
各
国
同
翌
日
日
出
回
時
日
本
工
業
倶
楽
部
か

7
0
0
0円
(4回
通
し
)

一

日
J

3
日
附
語
界
抑
制
浜
市
開
港
岡
崎
宏
美
、
辻
元
翼
ほ
か
間
合
へ
の
挑
戦
l

費
c
た
い
、
伝
え
た
い
催
・
問
合
せ
早
稲
田
奉
仕
園
包

無

料

毒

・問
合
せ
日
本

Y
w
m自
国
語
エ
ポ
ッ
ク

ω(池
請
を
上
告
報
告

会
の
一
現
状
、
政
府
(
息
体
)
の
一政
(
票
駅
丸
の
内
北
口
ー
さ
話
初
名
締
切
り

5
月

自

主

主

星
空
J
R闘
員

7
3
映

せ

笑

露

e
m
i
-
-6
私
の
思
い
l

m
-
n
9
6
5
6
4
1
C
A
g
m
・
3
8
4
・
i

l

袋
駅
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
プ
ラ
ザ
川
首
国
語
棄
都
中
央
労
政
策
、
共
生
へ
の
訟
を
題
、

今
後
「
ア
イ
メ
イ
ト
と
私
」
関
恵
美
催
問
合
せ
民
援
活
・

2
0
一
己

図
上
映
、
日
時
努

ト
よ

そ

2

5

6

日
出
話
新
宿
区
立
女
性
情
・

Y
W
C
A草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
妻
子
学
生
誕
準
備
シ
ン
ポ
ジ

F
)

中
野
麻
美

(弁
護
士
)

刑

事

務
所

(飯田
橋
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
-
フ
の
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど

i
H
o円
(
ア
イ
メ
イ
ト
ガ

l
T一ア
)、

8
9
・
i

i

一
以

ト
l
ク

喜

篤

子

(
小
説
家
)、

.

憲

法

記

講

演

会

報

セ

ン
タ
ー
(
地
警
駅
5
3
リ
ー
ダ
ー
妻
「
オ
リ
エ
ン
テ
|
ウ
ム

円
主
催
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
倉

吉

F
)

喜

恵

子

信

号

主

催

在
日
菌
研
究
所
、
在
日
緯
テ
ノ
ー
ル
語
、
フ
ル
ー
ト
妻
、
草
署
入
門

一
色

町
純
(
専
修
大
教
授
)
渡
辺
允

3日
附

持

杉

笠

公

会

掌

(

荻

「

?

と

と

へ

の

挑

戦

再

審

(

新

シ

ョ

ン

」

ロ

白

幽
げ
時
女
性
労
働
セ
ン

m
-
3
i
4
・

1
3
主
催
・
問
合
せ
住
民
票
柄
裁
判
国
青
年
雲
、
在
白
書
民
主
人
権
朗
読
(
岩
崎
量
子
)
ほ
か

i

5
月

皆

i
7月
首

棄

望

一

宮

(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)
保
育
有
(
嬰
窪
駅
北
回
り
さ
消
水
英
夫
(
出
宿
区
立
宗
教
愉

)
1
3
o
m
a
m時
男

襲

Y
W
C

1

川
l
U「
|
川

1
4」

薬

会

話

・
3

j
・
3

4
協

雲

需

要

雪
印
・
5

3
円
(
全
宮
由
)
申
込
み

・

ω回
議

分

i議
室

Y
W
一
千

予
約
)
マ
分
科
会

5
Z日
1
8
版
倫
理
協
・
織
号
、
書
中
(
闘
円
申
込
み
・
聞
き
婦
人
霊

A会
館

(御
茶
ノ
水
駅

会

問

一

お

知

ら

せ

一

5た
り
だ

3

-

i

R
大
阪

gm
-9
毒

襲

パ

イ

ロ
グ
ト
ク
ラ
ブ
包

C
A政
蔵
野
セ
ン
タ
ー
器
使
一
高

官
ま
で
各
所
毒
・
問
合
せ
重
要
大
学
)、
野
中
俊
彦

(法
ク
ラ
ブ
(再建

)2

3
6
2
・
歳
以
上
男
女
無
料

2

・
閥

「

|

|
|

l
i

l

i

-

-

L

-

E

W

A

C

介

2

7

7

・
l
j

p

5

j

i

t

f

小
海

(吉
林
大
卒
)
対
象
は
じ
め
て
一
戸

同

集

会

笑

芸

事

官

-2
3
)
司
会
粗
野
菜
子
(中

!

6

合

せ

豪

Y
W
C
A
g
m
-
32
タ
1
(飯
田
橋
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ

・
ア
ー
ス
デ
ィ

1
3
5
矯

首

出

1
7月
8
日

空

塁

率

法

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

g度
民
議
コ
リ
ア
ゼ
ミ

中
国
務
を
き
人
員
長
)
一
引

!
2
4
J神
奈
川
県
震
央
大
〉

別
円
全
国
憲
研
究
会
@
メ
デ
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〈日曜日〉安斎 f、議斤問胃

日
本
に
は
、
伝
統
的
な
和

菓
子
が
あ
り
ま
す
。
五
月
の

節
句
に
欠
か
せ
な
い
の
が
柏

餅
。
今
回
は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
も
の
と
、
ス
パ
イ
ス

房
便
っ
た
、
新
し
い
柏
餅
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。皮
は
、

タ
l
メ
リ
ッ
ク
で
黄
色
に
色

国受E(第3種郵便物隠可)

と
人
間
、
人
問
弁
旨
然
、
人
間

と
入
閣
の
関
係
を
見
つ
め
直
す

日
で
あ
る
ア
1
ス
デ
イ
。
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
壁
面
楽
や
踊
り

畠

で
表
現
す
る
人
た
ち
、
メ
γ

一

セ

l
ジ
、
活
動
の
紹
介
、
国
際

産
直
販
売
や
食
べ
物
で
外
国
の

が
っ
て
、
地
球
を
環
境
の
危
機
生
活
や
そ
の
国
の
環
境
問
題
な

か
ち
救
い
出
そ
『
マ
と
す
る
自
発
ど
を
紹
介
し
た
り
、
支
援
を
呼

的
行
動
が
あ
る
限
り
、
希
望
は
び
か
け
る
グ
ル
ー
プ
、
フ
リ
ー

生
ま
れ
る
、
と
い
う
も
の
。

マ
ー
ケ

ッ
ト
で
リ
サ
イ
ク
ル
な

そ
の
信
念
に
添
っ
て
、
市
民

ど
、
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
、
さ

の
そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
で
個
性
的
ま
ざ
ま
な
表
現
変
震
を
う
め

な
自
己
表
現
を
適
し
て
、
地
球
つ
く
し
た
。

地
球
と
自
然
と

人
間
の
関
係
を

見
つ
め
直
そ
う
，
J

4月22日「アースデイ・フェスティバjレ」開催

様
々
な
表
現
が
会
場

杯

四
月
二
十
二
日
は
「
地
球
の

日
H
ア
l
ス
デ
イ
」
。
東
京
で

は
、
渋
谷
の
佐
々
木
公
園
に
六

十
あ
ま
り
の
市
民
グ
ル
ー
プ
と

個
人
、
企
業
、
行
政
が
参
加
し
、

『地
球
に
も
お
休
み
を

y
』
を

テ
l
マ
に
、
ア
ー
ス
デ
イ

・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
っ
た
。

ア
l
ス
デ
イ
は
、

一
九
七
O

年
四
月
二
十
二
日
、
米
国
・
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
一
学
生

の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
始
ま
っ

た
。
日
本
へ
も
呼
び
か
け
が
あ

り
、
九
O
年
ア
l
ス
デ
イ
か
ら

本
格
的
に
活
動
房
括
め
た
。

ア
ー
ス
デ
イ
の
理
念
は
、
環

境
の
危
機
は
、
地
球
規
模
の
も

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
招
い
た

原
図
が
人
聞
の
行
為
で
あ
る
な

ら
く
い
止
め
る
こ
と
は
で
き

る
。
一

人
ひ
と
り
が
立
ち
ょ

tAA 
九

7
1

ゴ
ミ
命
事
乞
考
え
よ
っ
/

自
慢
の
タ
イ
・
力
レ
l
で
ア
ピ
ー
ル

ボ
ク
た
ち
に
美
し
い
地
球
を
残
し
て

づ
け
、
飽
は
パ
ン
プ
キ
ン
。

か
ぼ
ち
ゃ
特
有
の
匂
い
が
精

す
た
め
に
、
シ
ナ
モ
ン
、
オ
ー

ル
ス
パ
イ
ス
を
却
え
ま
す
。

〈
へ
ル
シ
l
柏

態

【
材
料
】

(別
個
分
)

上
新
粉

j
m
g、
白
玉

粉
:
-
m
g、
片
栗
粉
・
:
大

さ
じ
l
凶
、
タ
ー
メ
リ
ッ
ク

:
・
小
さ
じ
怖
、
水
:
・
捌
円

相
の
葉

:-m枚
、
乙
し
飽

(
市
販
の
も
の
)
:・
適
宜
、

か
ぼ
ち
ゃ
飽
:
約
制

g

京
区
つ
や
飽
]

【
材
料
】

冷
凍
か
ぼ
ち
ゃ

:・

m
g
、
砂
糖

:
-
m
g、

は
ち
み
つ
:
・
大
さ
じ
4
、
シ

ナ
モ
ン
パ
ウ
ダ
ー
-
:小
さ
じ

1
見
、
オ
ー
ル
ス
パ
イ
ス
:

小
さ
じ
凶
、
パ
タ
l
:大
さ

じ
l【
作
り
方
】

①
か
ぼ
ち
ゃ
飽
を
作
る
。

冷
凍
か
ぼ
ち
ゃ
を
蒸
し
、
熱

い
う
ち
に
皮
を
と
り
裏
ご

昧
ち
が
う
新
し
い
柏
餅

ーーーーー--'・

皮を作るのには力がし、ります

皮が鮮やかな黄色の柏餅

強火で15分蒸します

国
際
産
直
販
売
の
コ

i
ノ
|

希
望
者
は
、
往
復
は
が
き
に
、

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
職

業
・
年
齢

・
電
話

・
希
望
日
を

明
記
し
、

5
月
8
日
必
着
で
申

し
込
む
こ
と
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。

璽
昼
ニ
弁
護
士
会
(
璽
京
弁
を
、

5
月
お
臼
(
火
)
l
お
日

8
時
的
分
i
正
午
ま
で
の
予
宛
て
先
:・一
T
山
寸
代
田
区
霞

謹
士
会
・
第
一
東
京
弁
護
士
(
木
)
に
行
う
。

定

。

傍
聴
後
、
弁
護
士
と
の
意
が
関

1
1
1
1
4
第
一
東
京

会
・
第
二
璽
思
弁
護
士
会
)
で
傍
聴
事
件
は
、
聖
母
盟
議
見
交
換
。
都
内
在
住
在
勤
者
各
弁
護
士
会
「
望
号
一
会
裁
判
傍

は
、
恒
例
の
「
裁
判
傍
聴
会
」
判
所
の
刑
事
事
件
。
各
自
と
も
日
mw名
、
計
別
名
。

聴

会

」

係

。

任
、
得
点
制
川
市
川
r

…b'

」

大
阪
市
立
勤
労
婦
人
セ
ン
投
句
係
)
を
宮
き
、
下
半
分
に
発
表
、
川
柳
大
会
当
日
、
会

…ペ
ヨJ
m吟
タ
l
(木
村
三
弥
子
館
長
)
は
、
室
事
年
齢
③
任
所
雀
話
場
で
入
選
作
品
と
入
賞
作
孝

弘
)
日

A
似

由

六
月
十
七
日
に
此
花
区
の
ク
レ
番
号
@
職
業
重
句
経
験
の
あ
発
表
す
る
。
著
者
に
は
案
内

遜

翠

に

ぷ

自

大
阪
西
(
宮

m・
43
・
7

り
・
な
し
⑦
投
函
早
害
、
状
重
る
の
で
、
当
日
案
内
状

ぶ
一
一
一
一
川
知

「
」

8
0
0
)
で、

『
平
成
七
年
度
理
に
句
の
題
名
蓄
え

を
出
せ
ば
入
選
句
集
が
も
ら
え

泳
三
三
rd
災

男
女
麗
用
雲
均
等
月
間
記
念
賞
は
、
市
長
賞
、
労
働
省
大
る
(
入
選
の
語
、
問
い
合
わ

…九九
立

色

一

山耐

震

事
業
』
と
し
て
、
「
創
作
劇
と
阪
婦
人
少
年
室
長
賞
、
大
阪
市
せ
に
は
応
じ
な
い
)
。
-
-

三
…
…
芝
三
郎

次

川
柳
大
会
」
高
催
す
る
。
そ
社
会
福
藤
誠
会
会
長
賞
。

応

募

に
関
す
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西
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受
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。
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叩
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。
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す
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②
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叩
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な
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40分の実力て二多めの衣類もしっカ、リ乾 常γ、'瞥〉
爆。『乾かせなかったら、乾かしましょう。J f V V'¥ 

朝でも唄って、スピード乾燥。
あわただしい羽生のに、今日も運動着 fイ亦f

が必要とかは、よ〈ある話。乾太〈ん iP1s ，tP 
があれば、あわてながらもすばや〈乾s'包装 }> 

爆。「もう、昨日のうちに言いなさいよ。"¥ ，，"¥ 

忙しくても唄っtスヒード乾燥。
これからお出働け、 ;先，置物は干したま ゆぽ)(~

ま。「お天気は、ときどきあっきり裏切る 民溌("'118宝~

し。J乾太〈ん屯:ら、お出掛け前ても後で 77111/ '"¥ 
も、お天気を気にせすiふっ〈らと乾燥。 .U ¥' 

夜でも唄って、スピード乾燥。
お仕事をお持ちの奥機はr夜だけど洗 晴、~~Jf
，聾Jすることも。こんどの乾太くんは、パ f¥ i-跡事Ij
スタイムの聞にも乾燥お了。火力も凪、 竹武士J、〆/
乾太くんは、殺菌効果も日光と同じですb 、¥、文、x
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ガス衣類乾燥機<MA-i)4()-S)
希望小発価格93.000円(税工事費別)


